
     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会の言葉  浦山 太市 副会長 

 世の中がコロナ禍の状況で、つい先ほど菅首相が東京都も含めて飲食店の時短営業など対策を行っていくとの話が

ありました。まだまだ先の見えない状況ではありますが、十二中生は元気に登校している姿を見かけます。皆さまの

意見を聞き、学校と協力しながら生徒たちのために何ができるのかを考えてまいりたいと思います。本日はよろしく

お願いいたします。 

  

２ 委員委嘱  足立区教育委員会 学校支援課 学校地域連携担当 河南 昭広 様 

都合により欠席。 

  

３ 会長挨拶 野々村 誠 会長 

 お忙しいところ第3 回の協議会にお集まりいただきありがとうございます。コロナも第 1 波から第2 波、そして

今度は 3 波となり、仕事への影響が出ている一方で生活に余裕ができた部分もあり、先日 GoTo トラベルを利用し

てみました。とは言え周りの状況が悪化しているのも事実で、早く収束して学校行事をはじめ色々なことが再開して

ほしいと思います。本日はよろしくお願いいたします。 

 

４ 校長挨拶・趣旨説明  上岡 祥邦 校長 

 最近は気候の寒暖差が激しく体調管理が難しいと思います。コロナに関しては大人の方が重症化率が高いため、く

れぐれもご注意ください。本日は第 3 回の協議会となります。よろしくお願いいたします。 

 

５ 議題 

(1)学校状況報告  上岡 祥邦 校長 

 十二中の状況として、まず生徒のコロナ感染者は出ておりません。行政は緩和の方向で動いており、新たな規制は

出ていない状況です。ただし一環して一堂に人を集めての行事は中止としています。学校開放は緩和されキャパシテ

ィも拡大して良いとしていますが、声を出さないようになどの制約を設けています。また、保護者会など必要なもの

については、体育館を利用してソーシャルディスタンスを保つ、といった工夫が必要になります。 

卒業式の日程は変わりません。方式については昨年度のものを見直すとなっていますが、現時点においては確定し

ておりません。そして次年度の入学式や始業式の日程は例年どおりとなりますが、オリパラの影響で祭日が変動しま

すので終業式などは流動的になります。 

これから冬場の感染状況により今後の対応が変わってくると考えられます。授業をはじめとした学校内のことは計

画的に進めますが、遠足関係は検討が必要になります。 

来年度新入生の第一次申し込み状況について、昨年より少ない状況です。もっと増やしたく、魅力ある学校づくり

を目指したいと思います。 
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11 月 26 日に第 3 回の開かれた学校づくり

協議会を開催し、今後の活動方針協議・情報

交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

協議会風景 



 

(2)情報交換、意見交換 

◆申し込み人数多いが少ないという件に関連すると思いますが、十二中が陸上部がないので、クラブチーム所属の小

学生などは他の中学へ行ってしまうのではないか、という情報があります。これは陸上部だけでなく、他の運動系

部活動にも言えることです。 

 

(3)その他  糠信 正則 副校長 

◆学校評価について、マークシート方式のアンケートを配布します。今年度は学校行事が縮小され、学校に来る機会

が少ないため難しいかもしれませんが、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

６ 各部協議 

◆家庭教育部会 … 放送を使用した講演会を検討しており、NHK などから教材を取り寄せて映写できればと考えて 

         います。機材などは用意できますでしょうか。 

⇒DVD などは再生できるデッキを持ち込まないと厳しいです。今は震災対応としてモニターが 

 導入されていますが、タブレットから wifi でデータを伝送するというものです。 

◆土曜授業部会 … サタデースクールの講師についてボランティアを募ってみたところ、学生が参加してくれました。 

歴代の PTA 会長のお子さまが講師として参加してくれました。スクールに参加ししてくれた生 

徒は少なかったですが、逆にソーシャルディスタンスを保てたと思います。 

 

７ 情報・意見交換 

◆コロナ感染症に関する PCR 検査について、ニュースなどで大変なことだと認識していますが、実際には病院への

行き来や検体の持ち込みに公共交通機関が使えないなどの制約も多く、特に発症してしまった場合を考えると本当

に大変な思いをするということです。くれぐれも感染防止につとめ、注意してください。 

 

8 閉会の言葉  荒川 康男 副会長 

本日の協議会は時間も短く、少し物足りない感じもしますが、このような状況であるので仕方がないと思います。

体操の内村航平選手が鉄棒で結果を出して優勝しました。彼は「コロナ禍の制約がある状況で、自分の弱いところを

鍛え上げ優勝できた」と言われていました。閉塞した中で、これを自分のチャンスと捉える、このように今の厳しい

期間を前向きに考えることが重要なのだと思いました。本日はお疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

※次回、第4 回開かれた学校づくり協議会は令和3 年 2 月 4 日（木）の予定です。 

各部会協議風景 


